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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　7月　23日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　中野　円香　　　記録者　スバベイ　真理子　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・　丸屋　庄司様の御家族より、主治医面談の都合の良い日が決まり次第、病棟に連絡

　　くれるそうです。日にち確認後、ＳＷ　山田さんへ連絡お願いします。

· 納涼会へ参加される方は、７月31日までに諏訪さんへ参加費の支払をお願いします。

大人１人1200円、小学生以上600円、小学生以下は無料となります。尚、当日夜勤者の参加費の支払いはありません。不参加届けの提出はありませんので間違いのないようにお願いします。

· 食事摂取量の入力について、データの入力もれが多いそうです。病棟からのデータを基に、栄養課が個々の栄養状態等を把握していますので、深夜スタッフの方は、忘れずに入力お願いします。

＜皮膚科診察状況＞

· 三浦　ツマ様～　感染症（右第2趾）→　治癒

　　　　　　　　　　急性湿疹　→　全身へBBオイラックス塗布

　　　　　　　　　

· 北山　和子様～　急性湿疹（躯幹）→　急性湿疹（全身）へ変更

· 野月平　チエ様～　急性湿疹（両足）のみ処置継続

· 中川原　きよ様～　急性湿疹（左胸部）→　治癒にて本日で終了
　　　　　　　　　　　皮膚状態の変化に気をつけて今後も観察し保清に努めて

　　　　　　　　　　　いきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 角谷　育子様～　室内で下着を洗ったり、朝に着替えした服を洗濯せずに、

　　　　　　　　　　そのままたたんで私物ケース等にしまっています。夏季は暑いので

　　　　　　　　　　ズボンはジャージのみ着用したいという本人様の強い意向が

　　　　　　　　　　ありますが、現在ジャージのズボンは２着のみとなっています。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　◎　検討事項・・・　現在着用可能な夏服を本人様と整理し、ジャージのズボン以外に着れる服を話し合って決めてはどうか？

・・・　変えのジャージのズボンを御家族に持ってき　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てもらい、その後、洗濯日を再検討してみてはどうか？　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　入浴時にきちんと浴室で更衣をし、同日、そのまま洗濯を行ってはどうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　との意見がでましたので、これを参考に、担当スタッフは話し合いをお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜OT報告・検討＞
田村　耕一様～体操時などやや表情硬く周囲を見ていることありますが、活動時は表情良く参加できています。気分変動に注意し、楽しんで参加できるように介入していきましょう。

上田　正男様～カレンダー作りなどは取り組むことできていますが、園芸には参加されません。気分転換にもと声掛けしていますが、すぐに「いい、いい」と断っています。園芸での本人の役割を見つけて、参加できるように介入していきます。

丸屋　庄司様～プログラム見学や臥床していること多いですが、カレンダー作りに参加しています。貼り絵を担当しており、貼る場所やのりの使い方が理解できず、間違うこと多くみられます。ホールに出てくることから始め、簡単な活動を促していきます。

内城　由蔵様～7/21南Ｃに転入となっています。気分にむらがある様子ですが、機嫌よいときは笑顔でスタッフ対応しています。疎通も比較的良好です。年齢を聞くと「８５歳だ」（本当は９１歳）と話され若干のずれあります。声掛けを多くし、安心して過ごせる場となるように介入していきます。

＜褥瘡状態＞
・三浦　一男様～　仙骨部の褥瘡は、悪化もなく改善傾向です。新たな、褥瘡もありません。

＊褥瘡のリスクが高い人に限らず、体位交換やこまめな水分補給を行って、褥瘡にならな

らないように努めましょう。







